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女子1回戦

京都教員 108 31 ペイサース

警告：合計が違います

14:30大
会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

09F3

期
日

2010年（平成22年) 8月9日(月)

警告：合計が違います

会
場

○(京都府)

下松スポーツ公園体育館

(鳥取県)●

主審 副審 角平和優  濱本淳子
場
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京都教員 ペイサース
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 (C) 2 0 1 0 0 4 1 5 ＊ 3 0 1 1 2 3 0

5 - - - - - - - 6 ＊ (C) 2 0 1 0 3 6 0

6 19 4 3 1 1 2 0 7 ＊ 4 0 2 0 2 0 0

37:14 －
３Ｑ・４Ｑ１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ １Ｑ・２ＱOT1 OT2

タイム・アウト（経過時間）

大 口 真寿美

選　手　氏　名 選　手　氏　名

橋 本 麻衣子

若 本 昌 子

山 本 倫 子

乗 田 昌 子

土 海 奈津子

OT1 OT2

12:39 － －－ － － －

タイム・アウト（経過時間）

34:37 －04:54 14:52 24:55
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6 19 4 3 1 1 2 0 7 ＊ 4 0 2 0 2 0 0

7 - - - - - - - 13 ＊ 18 0 8 2 4 6 1

8 ＊ 8 0 4 0 2 3 0 14 0 0 0 0 1 0 0

9 ＊ 30 0 13 4 1 18 1 15 ＊ 4 0 2 0 3 6 0

10 - - - - - - - 17 0 0 0 0 2 3 0

11 3 1 0 0 1 1 0 19 0 0 0 0 3 0 0

12 ＊ 6 2 0 0 1 2 1

13 3 0 1 1 1 3 0

14 ＊ 19 4 3 1 1 3 1

瀬 口 真有美

坂 木 美 輪

大 口 真寿美

谷 口 真 由

塚 田 広 美

湊 奈津子折 戸 香 里

山 本 浩 子

大 林 裕 子

小 畑 真 弓

北 垣 恵 美

土 海 奈津子

畠 中 知 子

山 本 千恵子

浦 上 あ い
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14 19 4 3 1 1 3 1

15 - - - - - - -

16 ＊ 18 2 6 0 1 9 1

17 - - - - - - -

18 - - - - - - -

108 13 31 7 9 45 5 31 0 14 3 20 24 1

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

成 宮 未希子

松 下 彩

寺 本 紗失香

コーチ 加 藤 保

合計 合計

コーチ宮 崎 富 久

坂 木 美 輪

金 井 千 晶
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戦　　評

両チームゾーンディフェンスでスタート。京都は#16を中心に攻撃。３ポイントシュートを連続してきめ得

点を重ねていく。対する鳥取はなかなかゴール下に入ることができずに得点チャンスをつかめない。リバウ

ンドも京都に支配され得点につなげられるという展開に終始し、30－8で1Q終了。

2Qは京都#9の連続得点で幕開けとなった。リバウンドを支配し、速攻につなげ着実に得点を重ねていく。

鳥取はなかなか攻めきれずに約6分間得点なし。そのままの展開で終了かと思われたが、6分半を過ぎたあた

りから、疲れの見え出した京都ディフェンスの隙を突き鳥取の連続得点で前半が終了した。
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記載者 橋本　祥宏 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームゾーンディフェンスでスタート。京都は#16を中心に攻撃。３ポイントシュートを連続してきめ得

点を重ねていく。対する鳥取はなかなかゴール下に入ることができずに得点チャンスをつかめない。リバウ

ンドも京都に支配され得点につなげられるという展開に終始し、30－8で1Q終了。

2Qは京都#9の連続得点で幕開けとなった。リバウンドを支配し、速攻につなげ着実に得点を重ねていく。

鳥取はなかなか攻めきれずに約6分間得点なし。そのままの展開で終了かと思われたが、6分半を過ぎたあた

りから、疲れの見え出した京都ディフェンスの隙を突き鳥取の連続得点で前半が終了した。

前半終了間際にペースをつかむかと思われた鳥取だったが、3ポイントシュートを連続して決められ流れを

つかみきれない。逆にパスカットやリバウンドを支配され京都がボールを支配し、次々と得点を決められ点

差が離れていく。4Qに入っても展開は変わらず、京都ペースのまま108－32京都の勝利で試合終了となった。
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